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卒業研究題目 英日同時通訳における倒置を用いた日本語生成手法

　英日同時通訳システムの実現にあたり、英語話者による発声とシステムによる翻訳文
生成との間の同時性が問題となる。これまでに、英語話者発話の語順に近く、かつ、日
本語として理解可能な翻訳文を生成する英日同時通訳システム LINASが提案されてい
る。LINASは、日本語の係り受けに関する制約に基づき日本語翻訳文の語順を決定す
ることによって、日本語として理解可能な翻訳文を出力する。しかしその一方で、
LINASは、係り受けに関する制約が文生成に強力に機能するために、翻訳処理の同時
性が大きく損なわれることがある。
　そこで本論文では、倒置を用いた日本語生成手法を提案する。英語の場合、述部は文
の先頭近くに現れるが、日本語では、述部は文末に現れる。そこで、係り受け関する制
約の一つである後方修飾性に逸脱する翻訳文の生成を認め、述部を英語話者発話の途中
で生成することによって、英日通訳処理の同時性を向上させることが可能となる。
　本論文ではまず、日本語話し言葉における倒置現象に関する調査を行い、倒置の特徴
を分析した。その結果、倒置のほとんどが述部を受け文節とする係り受けにおいて起こ
ること、及び、倒置の起こりにくい係り受けが存在することを確認した。次に、調査結
果をふまえ、倒置を用いた日本語生成手法を開発した。本手法では、話者発話の途中で
述部の日本語訳を生成し、その後に現れた発話の訳を出力することによって、システム
の同時性の向上が可能となる。また、倒置に不適切な係り受けについては、言い直しを
利用することにより、話し言葉として容認可能な日本語翻訳文を生成する。本手法を英
日同時通訳システム LINASに導入し、ATR音声言語データベースの 1255文を用いて、
翻訳実験を行った。その結果、従来の手法に比べ、システムへの発話入力に対する訳出
の遅延が減少しており、本手法の有効性を確認した。
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